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み
な
さ
ま
に
は
つ
つ
が
な
く
新

年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
私
は
こ
の
年
末

年
始
を
珍
し
く
ほ
と
ん
ど
在
宅
で

家
族
と
と
も
に
穏
や
か
に
過
ご
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
ひ
と
た
び
目
を
外
に

向
け
れ
ば
、
新
年
早
々
米
軍
に
よ

る
イ
ラ
ン
革
命
防
衛
隊
精
鋭
部
隊

ソ
レ
イ
マ
ニ
司
令
官
殺
害
事
件
が

勃
発
、
深
刻
な
緊
張
が
高
ま
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
一
方
、
国
内
で
は

昨
年
来
の
「
桜
を
見
る
会
」
疑
惑

に
続
い
て
、
年
末
以
来
の
カ
ジ
ノ

汚
職
事
件
が
一
挙
に
拡
大
、
と
も

に
安
倍
政
権
の
足
元
を
揺
る
が
し

て
い
ま
す
。

１
月
20
日
開
幕
国
会
で
「
さ
く

ら
疑
惑
」
「
カ
ジ
ノ
汚
職
」
な
ど

が
野
党
連
合
の
厳
し
い
追
及
を
受

け
る
こ
と
に
加
え
て
、
年
末
閣
議

決
定
し
た
自
衛
隊
中
東
派
遣
に
つ

い
て
も
一
層
厳
し
い
追
及
を
受
け

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
の

結
果
、
追
い
つ
め
ら
れ
た
政
権
が
、

今

春

国

賓

と

し

て

来

日

予

定

の

中

国

習

近

平

主

席

の

来

訪

を

待

た

ず

国

会

解
散
に
走
る
場
合
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

波
乱
・
激
動
含
み
の
新
年
、
私

た
ち
は
国
際
平
和
・
友
好
を
願
う

多
く
の
人
々
を
積
極
的
に
仲
間
に

迎
え
入
れ
、
自
主
的
な
草
の
根
友

好
運
動
を
ね
ば
り
強
く
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

日
中
友
好
協
会
大
阪
府
連
合
会
会
長

渡
辺

武

年頭所感

きりえ近藤好幸

春節のつどい
３月８日（日） 12時

大阪中国帰国者

センター

（阪急・柴島 10分）

会費：３０００円

申込 み〆 切 2月 29日

城
北
支
部
は
昨
年
２
月
に

支
部
を
結
成
、
そ
の
後
、
納

涼
の
つ
ど
い
や
薬
師
寺
と
唐

招
提
寺
ハ
イ
キ
ン
グ
、
望
年

会
、
中
国
百
科
検
定
受
験
な

ど
に
取
り
組
み
、
11

月
３
日

の
「
輝
け
憲
法
」
扇
町
集
会

で
は
日
中
友
好
協
会
大
阪
城

北
支
部
の
旗
を
高
く
掲
げ
ア

ピ
ー
ル
す
る
な
ど
楽
し
く
元

気
に
活
動
す
る
中
で
会
員
も

増
や
し
て
き
ま
し
た
。

日
中
友
好
新
聞
１
月
５
日

号
の
「
新
春
支
部
紹
介
」
で

城
北
支
部
を
取
り
上
げ
て
い

た
だ
き
大
変
光
栄
で
し
た
、

そ
の
記
事
を
見
た
「
催
し
会

員
」
の
女
性
が
新
た
に
入
会

し
て
く
れ
、
お
年
玉
を
も
ら
っ

た
う
れ
し
さ
で
し
た
。

今
年
は
中
国
百
科
検
定
の

受
験
講
座
開
催
と
受
験
、
中

国
映
画
観
賞
の
つ
ど
い
、
ハ

イ
キ
ン
グ
や
中
国
旅
行
な
ど

多
彩
な
行
事
に
取
り
組
む
こ

と
を
支
部
役
員
会
で
検
討
し

て
い
ま
す
。

昨
年
の
経
験
を
活
か
し
、

こ
れ
ら
の
運
動
を
通
じ
て
会

員
50
名
の
城
北
支
部
を
今
年

中
に
実
現
し
、
更
に
１
０
０

名
の
支
部
づ
く
り
に
挑
戦
し

た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て

い
ま
す
。

佐
藤
倫
理

城
北
支
部

新
年
に
催
し
会
員
が
入
会

「
ね
ず
み
年
の
話
題
か
ぁ
」
「
猫

を
だ
ま
し
て
牛
の
背
中
に
乗
っ
て
十

二
支
の
一
番
に
な
っ
た
と
か
、
子
午

線
、
甲
子
園
あ
た
り
か
な
ぁ
」
あ
る

日
の
府
連
事
務
所
で
の
会

話
で
す
。
中
国
で
は
「
老

虎
」
と
同
じ
よ
う
に
「
老

鼠
」
と
い
い
ま
す
。
十
二

支
の
一
番
と
い
う
こ
と
で

「
天
鼠
」
や
「
神
鼠
」
と

い
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
尊
敬
さ
れ
て
い
る
の

か
と
思
い
き
や
「
胆
小
如

鼠
」
「
鼠
目
寸
光
」
な
ん
て
ひ
ど
い

こ
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

巢
鼠
、
袋
鼠
、
沟
鼠
、
黑
鼠
、
黄
鼠
、

灰
鼠
、
家
鼠
、
松
鼠
、
田
鼠
、
跳
鼠
、

豚
鼠
、
野
鼠
、
银
鼠
、
黄
鼠
狼

等
々
、

ネ
ズ
ミ
の
親
類
の
よ
う
な
も
の
は
い
っ

ぱ
い
い
ま
す
。
何
年
か
前
、
極
寒
の

地
で
マ
ン
ホ
ー
ル
で
生

活
す
る
「
鼠
族
」
が
話

題
に
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
問
題
で
す
。

「
滑
鼠
」
「
鼠
标
」
っ

て
何
で
し
ょ
う
？

一
度
は
お
使
い
に
な
っ

た
こ
と
の
あ
る
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
が
・
・
・

子

年
石
井

勉

近藤好幸

ユ
―
モ
ア
溢
れ
る
司
会
の
藤
田
さ
ん

は
盛
り
だ
く
さ
ん
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
次
々

と
取
り
入
れ
進
行
し
ま
し
た
。
初
参
加

者
の
12
名
は
司
会
者
か
ら
要
請
さ
れ
た

『
名
前
、
今
日
参
加
し
た
理
由
、
今
後

の
目
標
』
を
皆
さ
ん
的
確
に
述
べ
て
、

自
己
紹
介
を
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
中

国
か
ら
の
若
い
留
学
生
、
龍
谷
大
学
大

学
院
後
期
博
士
課
程
の
学
生
と
、
桃
山

学
院
大
学
の
学
生
の
二
人
は
、
煙
台
の

外
語
学
院
、
『
富
士
日
本
語
学
院
』
で

の
支
部
長
浅
田
勝
美
さ
ん
の
講
義
を
通

じ
て
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
、
懇
親
会
に

参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
中
国
人
の
参

加
は
、
懇
親
会
全
体
に
新
鮮
な
雰
囲
気

を
与
え
ま
し
た
。
何
人
か
の
参
加
者
が

中
国
語
で
彼
ら
に
話
し
か
け
て
い
ま
し

た
。
煙
台
で
の
支
部
長
の
講
師
仲
間
が

二
人
、
三
重
県
名
張
と
兵
庫
県
姫
路
市

か
ら
駆
け
付
け
て
く
れ
、
美
味
し
い
お

寿
司
の
弁
当
を
食
べ
な
が
ら
、
繁
浪
さ

ん
の
ギ
タ
―
演
奏
、
植
田
さ
ん
の
歌
唱

指
導
、
城
さ
ん
の
ケ
―
ナ
演
奏
を
楽
し

み
ま
し
た
。

日
中
ク
イ
ズ
と
し
て
、
私
が
準
備
し

た
中
国
百
科
検
定
、
初
級
、
３
級
、
２

級
、
１
級
の
問
題
か
ら
、
各
二
・
三
題

を
選
び
、
出
題
し
正
解
者
に
は
小
さ
な

景
品
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。

30
名
ほ
ど
の
参
加
者
か
ら
、
い
ろ
い

ろ
な
活
動
の
報
告
、
意
見
が
出
さ
れ
、

こ
れ
こ
そ
民
間
交
流
の
意
義
が
発
揮

さ
れ
る
場
面
で
あ
る
と
痛
感
し
ま
し

た
。

田
丸
博
治

堺
支
部

新
年
懇
親
会
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大
阪
市
内
唯
一
の
支
部
と
し
て

活
動
し
て
き
ま
し
た
が
、
城
北
支

部
が
結
成
さ
れ
、
組
織
の
拡
大
や
、

活
発
な
支
部
活
動
に
大
き
な
刺
激

を
受
け
な
が
ら
の
一
年
で
し
た
。

支
部
で
は
き
り
え
や
水
餃
子
つ

く
り
、
太
極
拳
、
近
現
代
史
学
習

会
、
お
寺
訪
問
、
桜
花
見
、
南
河

内
散
策
、
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
な
ど

多
彩
な
行
事
を
展
開
し
、
太
極
拳

で
は
全
国
初
め
て
学
習
実
践
講
座

と
し
て
、
体
の
仕
組
み
や
効
用
を

解
説
、
実
践
練
習
を
行
い
、
全
国

大
会
で
紹
介
す
る
と
、
各
地
か
ら

引
き
合
い
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。

11
月
の
ヌ
ン
チ
ャ
ク
一
泊
合
宿

に
は
東
京
・
東
海
・
岡
山
等
か
ら

の
参
加
も
あ
り
、

日
中
新
聞
に
も

紹
介
さ
れ
ま
し

た
。府

連
の
女
性

部
が
発
足
、
総

会
は
来
賓
に
浅
田
美
奈
子
常
任
理

事
を
招
き
、
運
営
は
議
長
・
議
事

運
営
委
員
、
資
格
審
査
、
選
挙
管

理
委
員
、
会
計
監
査
す
べ
て
女
性

が
担
当
し
ま
し
た
。

ま
た
府
連
行
事
に
は
多
数
の
要

員
を
派
遣
し
て
お
り
、
今
年
も
そ

の
ス
タ
イ
ル
を
変
え
る
こ
と
な
く
、

組
織
拡
大
に
も
つ
な
げ
、
さ
ら
に

大
き
く
羽
ば
た
く
一
年
に
し
て
い

く
決
意
で
す
。

平
松
悦
雄

西
支
部

大
き
く
羽
ば
た
く
一
年
に

帰
国
者
と
の
交
流
茶
話
会
を
11

月
、
か
わ
ち
勤
労
会
館
で
開
催
し

ま
し
た
。
小
部
修
さ
ん
の
演
奏
で

開
会
、
続
い
て
中
国
建
国
70
周
年

に
招
待
さ
れ
た
北
郷
栄
要
さ
ん
と

小
林
徳
子
さ
ん
代
理
の
原
照
子
さ

ん
が
映
っ
て
い
る
、
大
使
館
贈
呈

の
式
典
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
、
招
待
者

が
中
国
語
で
あ
い
さ
つ
さ
れ
る
と
、

帰
国
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
大
き
な

歓
声
と
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

な
つ
か
し
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

二
部
は
文
化
交
流
で
帰
国
者
の

太
極
扇
、
24
式
太
極
拳
は
日
本
、

ア
コ
ー
デ
オ
ン
、
帰
国
者
の
二
胡
、

ハ
ー
モ
ニ
カ
（
ベ
ト
ナ
ム
）
、
小

部
さ
ん
の
サ
ッ
ク
ス
や
尺
八
、
篠

笛
に
合
わ
せ
て
歌
う
人
や
合
唱
す

る
人
、
美
し
い
民
族
衣
装
で
帰
国

者
全
員
の
ヤ
ン
コ
踊
り
と
、
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

年
に
一
度
の
集
ま
り
で
は
も
っ

た
い
な
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
つ

な
が
り
が
欲
し
い
、
帰
国
者
か
ら

は
音
楽
同
好
会
へ
の
参
加
が
呼
び

か
け
ら
れ
ま
し
た
。

栗
山
俊
子

帰
国
者
交
流
茶
話
会

東
大
阪
支
部

きりえ講習会

12
月
21
日
、
京
都
市
内
で
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、
中
国
が
「
社

会
主
義
市
場
経
済
」
を
掲
げ
る
よ
う

に
な
っ
て
以
降
、
目
の
前
に
展
開
さ

れ
る
実
体
と
も
関
連
し
「
中
国
は
社

会
主
義
か
」
が
論
争
テ
ー
マ
に
な
り
、

一
党
制
と
大
国
主
義
が
社
会
主
義
と

両
立
す
る
の
か
も
議
論
さ
れ
、
ポ
ス

ト
資
本
主
義
論
と
も
関
連
す
る
重
要

問
題
で
あ
り
、
総
決
算
と
な
る
議
論

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
は
芦
田
文
夫
立
命

館
大
学
名
誉
教
授
、
井
手
啓
二
立
命

館
大
学
・
長
崎
大
学
名
誉
教

授
、
大
西
広
慶
応
義
塾
大
学

教
授
、
山
本
恒
人
大
阪
経
済

大
学
名
誉
教
授
の
四
氏
と
コ
ー

デ
イ
ネ
ー
タ
ー
聽
濤
弘
（
元

参
議
院
議
員
）
の
各
氏
が

担
当
さ
れ
ま
し
た
。

２
５
０
名
で
満
席
の
第
一

会
場
と
第
二
会
場
に
は
50
名

を
超
え
る
参
加
者
が
熱
心
に

聞
き
入
り
、
事
前
の
質
問

「
中
国
を
経
済
的
社
会
構
成

体
と
し
て
ど
う
と
ら
え
る
か
」

「
社
会
主
義
・
資
本
主
義
の
基
準
は
」

「
一
党
支
配
と
覇
権
主
義
は
社
会
主

義
の
基
準
と
ど
う
関
係
す
る
の
か
」

な
ど
を
三
つ
の
テ
ー
マ
に
分
け
て
回

答
さ
れ
、
会
場
か
ら
も
八
名
が
質
問

さ
れ
ま
し
た
。

堺
支
部

楠
本
辰
作

今
回
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
こ
れ

迄
主
に
経
済
学
を
研
究
し
て
こ
ら
れ

た
五
人
の
学
者
達
が
考
え
を
述
べ
合

い
、
大
変
興
味
深
い
討
論
会
で
あ
っ

た
。
参
加
者
多
数
で
第
二
会
場
が
必

要
に
な
っ
た
こ
と
が
こ
の
テ
ー
マ
に

対
す
る
関
心
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
。

発
言
者
達
は
率
直
に
自
説
を
述
べ
、

考
え
方
の
違
い
が
討
論
に
よ
り
浮
か

び
上
が
っ
た
。
こ
の
討
論
を
理
解
す

る
た
め
に
は
、
経
済
学
と
中
国
の
歴

史
に
関
す
る
学
識
が
必
要
で
、
私
は

そ
の
不
足
を
こ
の
討
論
後
、
自
ら
研

究
す
る
事
か
ら
補
う
努
力
を
し
た
。

中
国
は
改
革
開
放
路

線
の
採
用
以
来
、
市
場

経
済
を
導
入
し
て
社
会

主
義
建
設
を
目
指
す
道

を
進
ん
で
き
た
。
市
場

経
済
を
伴
う
社
会
主
義

は
マ
ル
ク
ス
の
想
定
外

の
事
態
だ
が
、
こ
れ
に

よ
り
中
国
は
大
き
く
発

展
し
た
事
は
認
め
ざ
る

を
得
な
い
。
そ
の
一
方

で
、
格
差
拡
大
や
腐
敗

政
治
や
人
権
・
言
論
の

抑
圧
な
ど
の
否
定
面
も
増
大
し
て
き

た
。
習
近
平
政
権
発
足
以
来
中
国
の

動
き
が
目
立
つ
。
日
本
の
こ
れ
か
ら

の
社
会
主
義
化
の
問
題
を
考
え
る
た

め
に
も
中
国
問
題
に
は
学
ぶ
所
が
多

い
と
私
は
思
う
。

常
任
理
事

石
井
勉

資
本
主
義
に
つ
い
て

生
産
手
段
の
私
的
所
有
の
な
い
資

本
主
義
と
い
う
の
が
国
家
資
本
主
義

を
含
め
、
存
在
す
る
の
か
？

半
封

建
、
反
植
民
地
と
い
う
状
況
か
ら
新

体
制
を
成
立
さ
せ
た
中
国
に
と
っ
て

土
地(

房
地
産)

は
大
変
重
要
で
、
し

か
も
主
要
な
生
産
手
段
で
し
た
。
現

在
も
個
人
の
土
地
所
有
は
認
め
ら
れ

ず
、
使
用
権
が
居
住
用
70
年
、
工
業

用
50
年
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
生
産

手
段
の
私
的
所
有
が
な
く
、
資
本
家

も
階
級
と
し
て
存
在
し
な
い
中
国
が

何
故
資
本
主
義
な
の
か
？
こ
れ
が
私

の
最
大
の
疑
問
で
す
。
現
段
階
は
あ

え
て
言
え
ば
資
本
主
義
で
も
な
い
、

社
会
主
義
で
も
な
い
本
源
的
蓄
積
段

階
と
い
う
の
が
私
の
認
識
で
す
。

香
港
問
題
に
つ
い
て

「
民
主
主
義
」
は
、
究
極
の
目
的

で
あ
る
「
自
由
」
を
得
る
た
め
の
道

具
か
？
究
極
の
目
的
は
「
幸
福
」
で

は
な
い
の
か
？
そ
の
追
求
の
た
め
に

「
自
由
」
と
「
民
主
主
義
」
は
自
己

目
的
化
さ
れ
る
。
「
自
由
」
と
「
民

主
主
義
」
そ
の
由
来
は
市
民
革
命
の

際
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
利
潤
の
追

求
、
増
大
の
た
め
に
利
用
し
た
も
の

だ
が
社
会
主
義
と
は
矛
盾
し
な
い
。

香
港
の
人
権
無
視
の
状
況
や
立
候
補

の
自
由
の
な
い
行
政
長
官
選
挙
な
ど

は
２
０
０
７
年
の
温
家
宝
論
文
と
あ

き
ら
か
に
矛
盾
す
る
。
２
０
４
７
年

ま
で
中
国
は
「
一
国
二
制
度
」
と
い

う
約
束
を
守
る
べ
き
だ
。

シ
ン
ポ

中
国
は
社
会
主
義
か

シ
ン
ポ
に
参
加
し
て


